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１　アセアン経済統合（経済共同体）とアセアン共同体
　2015 年 12 月 31 日にアセアン経済統合（経済共同体）
が成立する。しかし、この日を境にして、経済統合のた
めに制度ががらりと変わるわけではない。アセアン経済
統合によって「モノ・サービス・投資の自由な移動、資
本の自由な移動、平等な経済発展、貧困と社会経済的不
均衡の是正を実現し、安定・繁栄・強い競争力を持つア
セアン経済地域の創造」を目指しているが、それ以前か
ら徐々に関税の引き下げを実施しているし、経済統合が
実現しても非関税障壁については、まだ合意に至らず、
これからも実施に向けて努力しなければならない。2015
年 12 月 31 日はアセアン経済共同体にむけての一里塚に
すぎない。
　アセアン共同体は、アセアン経済共同体、アセアン政
治安全保障共同体、アセアン社会文化共同体の３つを実
現して初めて成立する。その中で、まずアセアン経済共
同体を 2015 年 12 月 31 日に成立させる。アセアン共同
体を目指す動きはアセアンという地域単位での国際共生
の実現にむけての活動となることが期待される。
　アセアン経済統合に向かう最初の試みは、1992 年第
4 回首脳会議においてアセアン自由貿易協定を推進する
ことを決議したことである。これは、アセアンがそれま
での社会主義への政治防衛組織から経済協力を目指す組
織へと大きく舵を切り替える出来事であった。自由貿易
とはできるかぎり関税率を下げて貿易を活発にすること
を目的としているが、自由貿易協定を締結した競合国の
製品に市場を奪われる事態を避けるために、各国が自由
貿易協定を次々と拡大していく傾向を持っている。事実
アセアン諸国では様々な自由貿易協定が締結され、アセ
アン域内だけでなく、域外の国々とも締結され、重層的
とも多重的とも表現される自由貿易協定が締結される状
況になっている。関税だけでなく知的財産や消費者保護、
人の移動などを含める経済連携協定も重層的に締結され
ている。
　今回のアセアン経済統合は経済共同体へ至る 4 段階論
からいえば、第 3 番目の共同市場の形成の段階で、資本
や労働の移動の自由が確保される状況を目指していると
位置づけることができる。第 1 番目は自由貿易の段階、
第 2 番目は関税同盟の段階であるが、アセアン経済統合
は第 2 番目の段階を飛ばして第 3 番目の段階に達しよう
としている。EU は第 4 番目の経済共同体となっており通
貨単位の統一を実現している。

２　アセアンの特徴
　アセアンは EU や NAFTA と同様に地域統合の１つであ
る。アセアンはその意思決定に特徴がある。コンセンサ
ス方式を用い、投票による意思決定はおこなわない。つ
まりアセアンに参加するすべての国（10 か国）が賛成し
なければ意思決定をおこなわない。そのために、対立を
避け協議を重ね、コンセンサスが得られるまで時間をか

けるとか、コンセンサスが得られるまで決定を先送りに
する。これは ASEAN Way と表現されている。このやり
方は意思決定までに時間がかかるし、合意が得ることが
難しい問題は棚上げにして解決を先のばしにする傾向を
生んでいる。さらにアセアン加盟国の主権を尊重し、公
開の場では他国の批判を避けるという内政不干渉主義を
採用している。そこで決議に法的拘束力を持つことを嫌っ
て、努力目標とされ、その実施を各国の判断に任すこと
になっている。決議内容を各国が実施するかどうかは各
国の判断にまかされるので、決議の実効性が弱い。
　2008 年 12 月 15 日に発効したアセアン憲章には、従
来の方式が基本的に採用され、黒白をはっきりさせない
で、対立を避け融和を優先する考え方で、アジア社会に
相応しい方式と評価されている。
　それでもアセアン経済統合の成立のために、アセアン
憲章は工夫を加えている。最高の意思決定機関として首
脳会議を位置づけ、合意を効率よく実施するために常設
代表委員会を新設し、役割を強化した。首脳会議での決
定はコンセンサスに基づくが、必要に応じて過半数の多
数によって意思決定する方式も認めている。加盟国がルー
ル違反を行った時には、罰則を科すという方式は採用さ
れず、首脳会議がどのような制裁を科すかの決定ができ
ることになっている。これは妥協の産物であり、何らか
の制裁は必要であるとの合意がなされたが、制裁の程度
は首脳会議の決定に任されている。効率的な実施のため
の常設代表委員会は加盟国から派遣される大使級の官僚
から構成され、アセアンの日常業務を実施するための機
関である。さらに事務局とその長である事務総長の権限
を強化して紛争処理のための仲介機能が付与されている。
　このように工夫をしつつも、加盟国すべての合意によっ
て意思決定する方式は維持されている。対立を避けて調
和を図りつつ、物事をすすめている方式はアジア社会に
親和的な意思決定方式である。しかし、そこに中国のよ
うな強引な国の割り込みによって混乱を招くおそれを否
定できない。

論 説

アセアン経済統合を進める
意思決定方式

　　　　　　　　　　　　　　　香川　孝三

 「組織人としての共生観」

　　　　　　　　　　　　　　　  坪井　直寿

　「実るほど頭を垂れる稲穂かな！」人は、組織でも
国家でもこの言葉を信念として行動すれば、世界は
共生・共存可能と考える。およそ人類がこの世に出
現してから今日まで衝突、紛争などは絶えた事が無
い。人間はその知恵と経験により、より速く、より
快適に、そしてより豊かにを目指して来たので科学
的技術の進歩は目覚ましい。リニアモーターで東京
―大阪間が１時間ちょっとで通勤・通学・旅行が出
来る時代が迫っている。
　科学的技術の進歩を生み出したのは人間であるが、
我々自身の心・思いやり・気配り・精神・魂の進歩
が見られないのは何故か？神々もうまく共生・共存

コラム

of Wollongong, Australia. Mr. Burri has extensive experience 
teaching and researching in Japan, Canada, and Australia. 
He gave a presentation entitled “An Insider’s Perspective on 
Student Teachers Learning to Teach English Pronunciation.” 
He claimed that the impact of language teacher education 
on cognition continues to remain inconclusive, especially 
in the area of  pronunciat ion 
pedagogy. In order to study this 
question, he explored how the 
beliefs and knowledge of 15 
postgraduate student teachers 
developed during a pronunciation 
pedagogy course offered at an 
Australian university. Following 
an overview of the study, he 
discussed findings in light of 

the most prominent area of cognition change, native and non-
native teacher cognition, and pre-service and in-service teacher 
cognition. One of his most important findings was that through 
their experience, teachers tended to change their idea of what 
the goal of teaching pronunciation was. At the beginning 
half the students thought accent reduction was or might be 

the goal of teaching pronunciation, 
while at the completion of the course 
over 80% disagreed with this notion. 
He concluded with implications for 
language teacher educators and for L2 
instructors teaching pronunciation in 
their classroom. His findings indicate 
the importance of the role of English 
varieties and accents in the teaching and 
learning of English pronunciation.

Project 3研究活動報告 前田　美子

Research on Language Learning（Project 2）
第 3 回 日　　時：2015 年 3 月 2 日　
　　　　  講 演 者：岩居　弘樹（大阪大学教授）
　　　　  タイトル：「iPad と外国語アクティブラーニング―初級ドイツ語と多言語演習の実践事例」
第 4 回 日　　時：2015 年 6 月 24 日　
　　　　  講 演 者：Mike Burri（The University of Wollongong）
　　　　  タイトル : “An Insider Perspective on Student Teachers Learning to Teach English Pronunciation”

　「プロジェクト３：ファシリ
テーション・メディエーション
研究」は、2014 年 11 月に活
動を始めた、本研究所の新しい
プロジェクトである。「ファシ
リテーション」や「メディエー
ション」と呼ばれる、人間社会
における関係性構築のための形
態について調査・研究を行っている。プロジェクト設立の背
景には、近年、教育・市民活動・企業活動等、多岐に亘る分
野において、コミュニケーションのあり方、特に、相互理解
の促進やコンセンサスの形成などを目的とした人間関係のあ
り方を模索する動きがあり、「国際共生」を研究するにあたり、
この分野の研究は必須であるという問題意識がある。
　以下に、これまでの主な活動を列挙する。

・ワークショップ「もしあなたが友達から打ち明けられ
  たらどうする？〜他人事ではない性被害〜」

（2014 年 11 月 28 日、大阪女学院大学）
　大和屋浩子氏（大阪女学院大学 4 回生）の企画で、性
暴力被害者支援センター・ひょうごの金湖蓮氏を講師に
迎え、性暴力をめぐる表現・表象・医療・支援制度等の
問題について、15 名の参加者を得て議論した。

・ワークショップ　"Peace Activism in Korea and Northeast 
　Asia: Intervention as a means of peacework"

（2015 年 5 月 15 日、大阪女学院大学）
　韓国で様々な平和活動にかかわっている Kaia Vereide
氏に、済州島における介入（インターベンション）につ
いて紹介していただく。その後、本学在学生を中心にし
た 22 名の参加者は、さまざまなレベルのコンフリクトに
おける創造的な解決の方法などについて議論した。
・グローバルイベント「世界一大きな授業」

（2015 年 5 月 27 日、大阪女学院大学）
　世界の教育の現状を世界中で同じ時期に学び、教育の
大切さについて考えるイベントを開催した。第１部では、
140 名の参加者を得て「世界一大きな授業」を実施し、
第 2 部では、14 名の参加者とそのファシリテーションの
課題について議論した。第１部・第 2 部の企画・運営・ファ
シリテーションは、それぞれ、本学の学部生、大学院生
が中心となって行った。
　これまでの活動に見られるように、本プロジェクトの
特徴は、研究所員などの研究者だけでなく、本学の在学生・
卒業生や地域の人々の積極的な参画を促していることに
ある。今後も多方面に開かれたプロジェクトであること
を目指していきたい。

ファシリテーション・メディエーション研究（Project 3）
第１回　 日　　時：2014 年 11 月 28 日　
　　　　  ファシリテーター : 金　湖蓮（性暴力被害者支援センター・ひょうご支援センター運営委員）
              タイトル：「もしあなたが友達から打ち明けられたらどうする？〜他人事ではない性被害〜」
第 2 回　 日　　時：2015 年 5 月 15 日　
              ファシリテーター：カイア・ベレイデ（The Frontiers Action Team member）
              タイトル："Peace Activism in Korea and Northeast Asia: Intervention as a Means of Peacework"
第 3 回    日　　時：2015 年 5 月 27 日
              企 画 者：前田　美子（大阪女学院大学教授）
              タイトル：「『世界一大きな授業』のファシリテーションから学ぶ」


